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主な内容

【牽登鐙総統日本へのメッセージ
第11回『アジア・オープン・フォーラム」日本側代表団との会見】

《ダン・レポートの台湾企業信用調査一第54回・華碩電脳ASU STEゆ

リンクがはってある！2事は、抄録（編集後記は全文）をご監になれます。

［日本関係］
＠今年の対日赤字は過去最高‘財政部が予測
＠中華映管、PDP周パネルで三菱電機と提携
＠奇晶、富士通から17.4インチTFT園LCD脊畳注
＠目台経済企謹、対等関係に
＠アジア・オープンフォーラム、台南で開催

［経済］

＠来年の経済成長目標‘6.1%に確定
@11周の卸者物価指世の隼増車I土1.16%
＠台湾元、今後1年聞は値上がり傾向
＠公務員、来年の賃上げはなし
＠第8ナフサ‘華麗県布袋に建設が決定
＠建輿CD-ROM、フィリップスに権利金2%
＠モデム、lSDNの生産が伸び悩む
＠華冠が3周波数使用の携帯電話生産へ
＠立且笠艶出題J昆去最高是吏精
@7接種の排水新基準、処理コスト10借に

［大陸関係］
＠宏碁（ヱイサー）、広東省中山に広碁科技の訟立を計箇

［国際関係］
＠ヱイサー・グループ、米ナスダック上場を計画
＠主意間11告p長、台湾のwro加盟への支持要請

［政治］
＠東楚論候補の忠平に1億売の不明金
＠政府公文書の公開法が可決

［生活社会］

＠室三畳居箆、92%の大単生が歓迎
＠台湾の親手交琉、7害Ifはテレピ頼り

〈編集後詑〉
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【特集】
李登輝総統

目本へのメッセージ

第11回『アジア・オープン・フォーラム』
日本側代表団との会見

今年で11固目になる「アジア・オープンフォーラム」は、日本と台湾との関係において極めて重要
な会躍である。この会議l立、李登輝総統と日本の東京外国語大学の申嶋嶺雄学長が‘両国間の

交涜を進めるために始めた学術会議である．しかし学術会議とは言っても、己の会議には学者・

専門家だけでな〈両国の政界や財界の関係者も出席し、極めて取治的意義の色濃い会議となっ

ている。
またイ李登輝総統はこの会議に向けて、毎年、重要な発言を行っており、ニの会謹を非常に霊視

していることが分かる。
毎年、 白窓と台湾で交互に聞かれているこの会謹、今年は12月 4 , 5 自 に台南市で仔われた。

そして6日には、日本からの参加者一行！主総統府で李登輝総統と1時間半にわたって会見した，
この会見における李登輝総統の発言は、重要なメッセージを日本に送っている。金見の趣旨を以
下に紹介する。

アジア・オープンフォーラムは来年、第12回を長野県松本市で開催し終了する予定だaその時に
は総統を退任している李登輝総統I立、今回の会訟で参加に意欲を示している．総統l二就任してか
ら、大陸側の反対で訪日していない。大陸側！ま、総統退任後の訪日にも反対を表明している。幸
豊輝総統の勧自1ま実現するのか、注目されるところだ。（取材：早田健文）

食食女

華豊輝総統：今回、第11回アジア・オープンフォーラムが台南で開催された。自分は出席できな
かったが、滞りなく行われたと聞いてうれし〈思う。今日‘こうして皆さんとお会いできて特にうれし
い。

まずこの場を借りて、アジア・オープンフォーラムの日本側代表団が友人として9月 21日の地震
に1000万円の器援金を贈って〈ださったこと、そして多〈の自本の人たちによる台湾の震災援助、
また台湾に来られた教撮隊に感謝したし、。

アジア・オープンフォーラムIま11固にわたり、これ害で目台の多くの学者・専門家が参加した。台
靖と日本の地域安定l二確かな貢献があった。 担方の学者 ・専門家の支流は 、 互いの理解を深
め‘協力の空聞をより大きく広げた。

中筆民国台，曹の存在は、国際政治においてユζークな事例だ。中華民国の発展Iま軽視できる
ものではない。台湾は、日本の安全とアジア太平洋の安定にとって意義ある存在だ。このことを認
識し、我々と手を携えていただきたい。そしてアジア太平洋の安定、繁栄にともに努力していきた

今年、9月21日の台湾中部で起きた地震は‘人命‘財産に大きな被害を及ぼした。日本の各界
からすみやかな援助をいただき、我々は深〈感動している。

これは、台湾と日本との間の友情が、試練にも耐えることができるというあかしだ。日本各界か
らの関心と支援に感謝している。台湾と日本の商園の更なる協力で、より良い明日を切り開くこと
ができると信じている。

［アジア・オープンフォーラムの成果について］
李豊輝総統：アジア・オープンフォーラム1ま11年聞はわたって聞かれてきた。ζの11年間の努力
の成泉によって、双方の議論が相当にかみ合うようになってきた．

第1国の会譜の時はなかなか謹論がかみ合わず、それぞれが互いに勝手なことを言い合って
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いただけだ。 それが大きく変わったのだ。
台湾と 日本の聞係はこんなにも密接になった。 自本にとって台湾は、 単なる 国本の聞に浮かぶ

島ではなく、 日本に連なる生命線の一環だと包織されるようになっているe

［中国文陸との関係 について］
筆豊輝総統：3年前の選挙の陸、私1ま「新中原Jという概念を提起した。中原文化、つまり中華文
化は揚乎江流域の文化だ。中国大陸の2500年としヴ歴史を持つ文化には問題が多〈、ルネサン
スを必要としている。

私！ま4、5年前からf息縫Jを研究している。クリスチャンのくせになぜ「易経」なのだといわれるこ
ともある。しかし、「易経JIこ現れている古代ゆ国人の考え方の中には．人間らしい面がある。それ
を再認慨する必要がある。

中国文陸l主党派が多く、人々が互いに争っている。中国人の怯格！立、考えること、言うこと、やる
ことがみんなバラバラだ。これを統一しなければ、良い文化にはならない。
台ヨーからその故良を始めるというのが、「新中原」の考え方だ。これに対して台湾は海洋国家で

あり、海洋文化だ。だから台湾は今、生き生きとしている。
台湾の発展を見ると、 台湾にやって来た祖先たちは、 自由を求めるために台湾に来たのだe そ

れはイギリスやアイルランドから 、 自由を求める人々がアメリカに渡ったのと同 じだ。
祖先たちは台湾に来て、 とても苦労した。 オランダも来るし、 スペインも来るし、 日本も来た a

目本社会は法律の基礎のよに成り立っている社会だ。日本時代の50年間を経て、台湾！ま中国
大陸とほ文きく異なるものとなった。戦後、ここ八事件（1947年lこ発生した台湾民衆と国民党政府
の衝突）があったが、これは生活と考え方のギャッブが原因だと言える。台活は大陸から独立して
いたのである。本当に大陸と関保したのは戦後の5年ほどに過ぎない。

この台湾から新しい文化を広めようというのである。 政治、経，曹の裏には文化があるζとを認織
しなければならない。 生活の道理、 基礎という問題だ。

台湾は「新中原Jとして、大陸に影響を及ぼすことができる。少しずつ、100隼かかってもどれだけ
かかっても、やってし、くのだ。共産主語から資本主議に変わったとLても、人間の考え方は変わら
ない。だからこそ日本も困っているL、アメリカも頭が痛い。困るのは考え方のギャップだ。

私は台湾と大陸の関係を「特殊な固と園の関係」と位置付けたが、ここで言いたかったのは、げ
んこつが犬きいだけではだめだといラととだ．げんこつが大きければ必ず勝つとは隈らない。

国軍は人民の考え方が基礎だ。合理性を持ち、法常IJを基礎とし、宣いに関心を持ち合うことが大
切だ。2500年の問、中国にはそれがなかった。それを変えるための仕事に力を尽さなければなら
ないと思っている。

I来年、松本で開催されるアジア・オープンフォーラムへの出席］
李登輝鎗続：台君の政治は大きな変化をとげた，特に1991年の憲法修正、臨時条項の廃止、大
陸政策の変化lま穴切だ。

私が総統になったとき、大変に寂しかった。時には秘書とたった2人だけだったこともあるeマス
コミからも批判された。Lかし私はやらなけれぽならないと思った。台湾のアイデンティティーを作
らなければと。今でも20～30%の反対はあるが、それもかなり形成されてきた。

私lま誠をもって人民に対し ‘ 私が人民を愛する気持ちを伝え、 それが最後に発揮できればいい
と考えた。 マスコミに批判されてもいい、 しっかりやろうと。

たとえlま右臼の真中には芯があるが、臼を回すと芯！ま磨り減って小きくなる。私は人民のため
に、この右自の芯になってもいいと思ったのだ。

マスコミに気を使いすぎたり、マスコミを制用したり、自分を良〈書いてもらおうとする人がいる
が、私はそのようなことをしない。

来年、アジア・オープンフォーラムが長野県松本市で開催される。松本へ行ったら私はこうしたこ
とを話そうと思っている。

［台湾の政治改革について］
李豊輝総統；私も、鉄でできた人聞ではない。感情もあるし、寂しさを感じる時もある。やろうとし
てもできない時は、議’慢できないこともある。

政治改革、穴陸問題ム今、考えてみると、「よ〈ゃった李登輝」という気持ちだ。夜はよ〈眠れな
い。この状態をどのようにうまく持っていくか、一生懸命に考えるからだ。

第T回の選挙のとき、「8人の大老」という人たちがいて、言いたいことを言っていた。そういうこと
もあった。

先日、マラウイの大統領が台湾に来たとき、私lこ「デモクラシーのコストr:t 7」 と聞いたので、 こう
答えた。「デモクラシー・ウイザウト・コストJと。コストをかけずに、ただでやったというわけだ。

私が最も心配したのは経清への影響だ ＠ 経費を維持しながら故草を進めるということに最も気を
使った。

7月9日に私Jt.「特殊な固と園の関係Jという考え方を提起した。これは、2年問、あらゆる国際
法や法律を研究した結果なのだ。これが最もコストがかからない方法だという結論に還した。しか
しそれでも．やはり気に掛かる。

人間は弱い存在だ。 しかし考える薫でもある。そうした気持ちでやらないけれ ｜まいけない 。 ただ、
自分で自分のことを考えると、 かわいそうになることもある。
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今話したようなことは、日本語を使う時にしか話せない。普通の言葉で話しても、わかってもらえ
るかどうかわからない。

台湾の新聞だけを晃て、それが台湾の実情だと思つてはならえEい。同じテーマについて遣った
意見がある。国本であれば、事実が尊重され、違った新聞であってもあまり異なったことは書かな
い。これが台湾では、1つの事実が180度も違・3て〈る．しかし裏の裏はたくさんあるのだ。

［京都での学生生活で考えたこと］
辛量輝総統：京都にいた時間lま実際には短い。大部分、軍隊にいたからだ。草隊に入る前、先
生や学生の友人がいた。また農学部の実習で大阪に行ったこともあった。

軍隊1ζ1�2年間いた。 この2年間、 配慮されたのは千葉の高射砲学校だった。 その問、 干葉が
爆撃を受けたことがあった． 私たちは死傷者の政助のために働いた。

この時の経験は、 今回の地震でも役立っている。 死傷者がいても動じないでいることができたの
は、との経験があったからだaあの婦撃の時の光景lま、今でも目を閉じると浮かんでくる。あれと
比べたら、地震はまだ落ち着いて対処するととができる。

高射砲学技時代、私l主人聞の生と死についてずいぶん勉強した。クリスチャン以外は究l二つい
て考えることがあまりないようだ。クリスチャン！こは復活があるからだが、特に仏教や儒教にはそ
れがない．

私は歩兵として、 量も苦しい状混の中で生と死の 問題を考えようと思った。 そこで歩兵を志願し
た。 しかし；太学生だからと、 寓射砲部隊に配属された．

私I�ゲー子の「ファウストJが好きだ。この本！ま当時、外部で！立競書だったが、部隊の図書館で
ほ自由に読むことができた。部隊に所属していた時、本を読む機会が多く、たくさん勉強した。苦し
かったが、私個人としてはいい生活だったと忠弘

こうしたことは台湾の人は話も知らない。 私は話したニとがない 。

学校時代、印象に強っているのは食糧不足と本を買うための長い夢Jjだ。また、京都の歴史的な
場所を、地図を見ながら歩き回った。中学時代J古事記』から始まって、自本の歴史はずいぶん
勉強していたから関心があった。

退役してから6カ月、再び京都｜二戻って学校！二週った。その後、台，習に帰ってきた。台湾の国造
りのためにがんばろうと、帰って来たのだ。

［抗回戦争勝利記念碑が台北市中山盤前に落成したこと］
李曇輝総統：私は知らないe 私の仕事ではないe大陸で抗日に参加した人たちがやったことだ
ろう。

連戦・副総統が除幕式に話番加したというのは、彼の父親が留学先の回本から大陸｜ζ渡って抗日
に番加したからだろう。

とにかく私はまったく知らないe

［総統選挙における連戦候補の状況］
李畳輝総統：連戦がピンチ？そのように見えるのだろうか。だが選按は毎日変わるものだ。

世論調査の結果は、その裏を知らなければならない。台湾の人民Ii:意外にはしこいととるがあ
る。 聞く相手が笹えてほしい通りに答えるのだが、 本心は別のととるにあるということが多い。
台湾の人々は、台湾の現在、政治政革、路線は変わってほしくないと考えている。経済もいい状

態にある。
しかし調査をする人は危機感があると言いたいのだから、間涯を受ける側も危機感があるように

替えるのだ。
しかし昨年の台北市長選挙では、一院にして支持率が退転した。一晩で7万から8万もの累の

差があったのだ。
表面的にはどうとでも言えるが、裏は分からないというのが現状だ。

［李量縄鎗続の僅旗問題］
李畳輝総統：少し休養した方がいいようだ。

地震が起きた9月21日から10月21日まで‘この1カ月間の私の行動I立、「救災国記Jとして発表
している。これを読むと分かるが、ほとんど毎日、被災地に出向いている。また‘毎回、報告を出さ
せて、毎晩、寝る前にそれに自を通し、次の日1：：訪れる場所を決めていた。

そのため少し過労になったようだ。運動を減らすように医者から勧められている。台北から台南
に行く飛行機は無理と説得され、アジア・オープンフォーラムの開会式への出席はあきらめた。身
体の状態は悪いというほどではないと思う。気を付けた方がいいということだ。ただ、医者も判断
を間違えるζとはあるだろう。

地震の時は、1日6時間も寝ていない。これが1カ月も続いた．どのようにして被災者を恐怖から
逃れさせるか、恐怖から逃れたらどうするか、そのための対策を考え続けたのだ。ただ、さきほど
t寄った昔の経験や神戸の地震の資料などが役立った。 昔の経験があったから 、 とれば処理できる
と思った。

例えIt、倒壊家屋の数。1晩で10万戸も統計数字が減ったことがある。これを惨正しておかない
と、将来の貸付に問題が起きるからだ。調査をやり直すと、確かに憲が倒壊していないのに慰問
金を受け取っていたケースが出てきた。現在、数字はほぼ確定している。

． ，～． ・ ・ IAr. •A I • I aa I唱。／つλ



1-999 12/24 FR! 09: 20 FAX 0263 33 1020松本商工会議所

『週刊台湾通信』

国006/008

5/11ページ

倒壊建物は全壊・半壊合わせて8万戸、死者は2433人だ。ただし、慰問金は98%しか受け取ら

れてい升い。 2%は受取人の所在不明が原因だ。
対策1!1まぼうまくいっている。その笹拠l二、台溜では地震による自殺者が出なかった。自殺者l孟

2人出たが、 直接の原因lま地震以外のものだった。

［在佳中の肪目はあるか］
幸垂輝総統 ： 無理してやらない方がいいだろう。 自然な形でうまくいければと思っている。

私は1995年にョーネル大学にもどった。学長が熱心で、国務省との関係も良かったからだ。コー

ネルでは、私が人民のことをいつも思っている、という内容のスピーチを行った．

usオープンというが、ゴルフのように政治でもそうである。しかしこれによって、台湾が存在して

いることの事実を示したと、いやがらせを受けることになった。日本にも迷惑がかからないようにし

なければならない。
お互いに分かっていれ Itそれでいいのではないか。 外務省も頭が痛いだろうから。

憲法9魚、 日 の丸・君が代と、 田本も変わってきている． 国 本が畠分で 自分のととを決められる

状況にもどりつつある 。 そうなれ ぽ、 日本も台湾も主権国家である。

日本も恐立国家として、 自 分のことを自 分で決められるようになればいいと思っている。

f若い世代へのパトンタッチ1
奉畳輝総統：アジア・オーブンフォーラムは11固に及び、日本と台湾の間を密接にすることに買献

した。こうした努力によって、互いに気持ちが分かるようになってきた。目米安保のガイドラインの

台湾有事lニ関する問題でもそうだ。
次のステージをどうするか。合意ができあがったら、さらに勉強して細かいところ寧で入りこ京な

ければならない。 議論が戦略から戦術に踏み込めば、 よい効果がよ：｝｝＜るだろう。
東アジアの安全については、すでに合意ができていると思う。ただ冨わないだけだ。アジア・オー

プンフォーラムはその意味で成功した。将来は別の形で続けていけれ！まと思う。 ※ 

アジア・オープンフォーラム
第11固台商会諸
李壷商総統の祝辞
12月4日 台南市議会にて 連載・副総統代読

議長、貴賓各位、ご在席の皆様。
本目、第11固「アジア・オープン・フォーラム」台南会譜の開幕式にお招きいただき、皆様とお会

いできましたζとを嬉しく存じます。アジアの平和と協カおよび繁栄の促進に対する皆様の積極的
なご貫献は敬服I：値するものであり、この場をお借りして皆様に敬意を表します。

9月21目、台湾で発生Lた百年来朱曾有の大地震は、生命と財産に大きな損害をもたらしまし
た。台海震災に対する日本朝野の高度なご関心および即刻のご接勘は、われわれ台湾の国民に
とってこの上もなく心暖まるものでした。 これは日華交流に対する皆様方の長期間にわたるご尽
力の具体的な成果であると、受け止めております＠こζで、中華民国の政府および国民を代表し
て、皆様に心からお札を申しょげます。

冷戦終結後、国際社会の国家安全保障に対する見方がかなり変わってきているように思われ害
す。 その中でも量も顕著なことは、 対立を放棄して協力的な態度で地域の安全を値持するように
喪わってきたことであり京す。アジア・太平洋経済協力会議とアセアン地域フォーラムが相継いで
成立L、 公式のまたは非公式の多角的対話を通して、 アジア・太平洋諸国l立国際協力強化の必
要を認めるようになりました。特1::1997年、ヲイで発ました東南アジアの金融危機は、大多数の国
家をして国際経済協力の重要怯をより一層理解させたようであります。しかLながら、ここで強調し
たいのは、このような新しい協力関係の下で、アメリカ主導の恕務的な軍事同盟、�lえぽ国米安
保体系l志弱められていないのみならず、かえって強化される趨鷲にあり、伝統的な安全保障ょの
協力関係が依然としてかなり重要であることを示しています。

先進工業諸国の経験から見て、われわれは、人的資源の発屋、情報科学技術、ハードの建設
および組織管理によって構成されている「科学技術安全」が伝統的な国カ要因l二重大な蛮化をも
たらLたことを見てとることができます。国家的な科学ょの発明、新しい技術の創造および科学技
術の実用能力は、すでに「ソフトな国力Jの←部になっております。それゆえ、科学技術の発展も
国防と地埠安全保障に新しい要素を注入Lているζとは注視に値いします。

新しい国際情艶と安全保障の意義l二鑑み、アジア・太平洋諸国はすべて、新しい思惟と積極的
な行為によって平和競争と協力光栄の関係が発展できることを希望しております。しかしながら、
遺憾なのは、中共当局が依然としてイデオロギーの束縛から脱却することができず、古めかしい
覇権主議を抱き続けていて、アジア・太平洋地域の安全にとっての潜在的脅威になっていること
であります e

中華民国lま、台湾海峡の安定lまアジア・太平洋地域の平和にとって非常に霊妄であることを認
識し、一貫して現実的な政策で筒岸関係を推し進め、アジア・太平洋地域の安全保障に寄与でき
ることを希望しております。われわれは、1991年に武力によって両岸関係を解決する政策を放棄
することを宣言し、相継いで商岸吏琉の制限を緩和L、両岸の宣恵、協力の基礎を固めようとして
害いりました。中共は今でも好意的な反応を見せてはいませんが、しかし、われわればζれからも

，、，、 ，A，、 ，，、J・
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引続き両岸関係の安定的発展と台見事海峡の緊迫情艶の緩和のためl二全力を傾注する所存であ
ります。

台湾海幌両岸の分立と分治は、歴史的、法得的な事実であります。両岸ともこの事実を尊重し、
善意をもって対等に話し合いをしてζそ、政治的なギャップを乗り起え、今後の平和・民主統一に
プラスとなる関係を共に発展させることができるのであります。それゆえ、われわれは「特殊な固と
国との関係Jを打ち 出し、中華民国の台湾における存在および商岸関係の位置付けをはっきり説
明し、その基礎の下で逐次両岸関係の相互信頼を打ち立て、双方が利益を得る現埠を作り、台
湾海蝶の平和を維持すると同時にアジア ・太平洋地績の安定を保障できることを希望しているの
であります。

アジアに目を向けてみますと、民主化の潮流が彰溝として発展してはいますが、しかしながら社
会主義政権と権威主麓思想は依然として残存しており、 安全協力の対舘がありながら、また一方
では主権紛争と軍事衝突の陰影が残されています。中華民国が困難な園内外の理境の下で障
害をEり除き．昆主を実現し、人権の向よを！tって大きな成就をとげましたことは皆様ご是知の遇
りであります。今後、われわれは夏にアジア・太平洋諸国と広範な協力を進的、シーレインの安全
と経済貿易の自由な往来を護持し、アジア・太平洋地域の繁栄と安定に進んで力を致すつもりで
あります。

日華両国は地理的に隣り合わせにあり、発展程度が接近していて、彼哉の利益を増進し、アジ
アの安定を強化するためには、経済、政治と国際関係等の面において、共lご協力していくべき多
くの空間が存在しています。これは正しく、「アジア・オープン・フォーラム」成立以来の努力目標で
もあり害す。皆様に期待したいことは、多年来の普積してきた良き基礎のよで、これからも引続き
相協力して、日華両国の共同発展およびアジア・太平洋地域の平和と安定のためにより大きな貫
献をなされることであります。

最後に、会識の成功を祈念して、皆掠のご健康とご多幸をお祈りして、私の祝辞とさせていただ
きます。ご静聴ありがとうございました。 ※ 

今年の対日赤字は過去最高、財政錦が予測

財政部の発表によると、今年1～11月の台湾の対自貿易赤字は166憶6000万ドルに遣した。今
年金年の対日捧宇Iま昨年の176億8000万ドルを超えて、過去量高を更新する見込み。

財政部の許国忠統計長が7日に諮ったとζるによると、今年上期に日本で肉需が増加したた
め、財政部と経済部では、今年、台湾の対自輸出の好転は対日輸入好転をよ回る普いを見せ‘
対日赤字が鴻少すると見込んでいた。今年の対日赤字について財政部は169億ドル‘経済部で
は164億ドルと予想していた。しかし‘最近数カ月における台湾の国内景気好転にともない対日輪
入が増加し、 これが対日 赤字の増加につながった。

今年10月 の対日 赤字は過去最高の21億ドル、 11月rct1e億4000万ドルに遣した。

中華映管、PDP用パネルで三菱電機と提携

中華映管が60憶～70億元を投資してPDP（プラズマディスプレー）のパネル生産を始めるニとを
決定した。工場は来年京までに完成の予定。初期の年産量lま5000～1万枚で、将来は第2、第3
の生産ラインを設置することにしている。

中華映管によると、聞社はすでにヱンジニアを三蓋電慢の工場に派遣し、46インチPDP用パネ
ルの製造按術の晋得に当たらせている。46インチPDP用パネルは、台湾で生産されるPDP用パネ
ルの申で最大サイズのもの。

中華映管l主、大同公司が投資、設立した企業で、今年の営業収入は730億元に達する見込み。
来年初めに株を店頭公開する。

中華映管lま世界最大のCRTメーカーとしての地位を確立した後、2年前に三菱電梅からTFT­
LCD周パネルの製造技術を導入した。現在‘月産3万枚！こ遣している。

奇晶、富士通から17.4インチTFT』LCDを受注

nn I噌＇］ /')/I. 
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0辛豊輝総統の会見。私lま今回で2回目になる。会見場に入ると、まず中国語で形式的な挨拶。

その後はまったく日本語の世界である。話の中にしきりに『台湾の人たちには諾したことがなしりと
いラ言葉が出てきて気になった。日本庸でなければ話せないことがある、というのである。 李登輝
総統と同年毘の「本省人」の方たちには‘こうしたタイプの人たちが多い。この人たちはそるって目

本語が達者で、日本をひいきするのに反して、決まって中国が失嫌いである。そして、対立があっ

てはいけないと言いながら、宮麓の端々に「外省人Jに対する惜しみがにじみ出るのである。事登

輝総統は元首として深い考慮があると思うのだが、 この年代の本省人の人たちとは、 感情的にや
はり同じ土台の上にあるのではないかと思ってし言う．歴史的背景を考えると、心情的には理解で
きる。 ただ、 この世代の人たちとぽかり接して、 それが台湾のすべてであると恩つては間違いだ。

台護人の心情lま極めて植雑であり、それが複雑な台講社会を形成している。だからζそこの世代
の人たちは、おそら〈自分たちを最も理解して〈れるはずの日本人に討して訴えかけようとするの
だろうaしかし「日本語でなければ話せないζとがあるJと言われて、日本人がいい気になっていた
のでほ困る．ただ‘李登輝総統のように能実に日本に対して悟ってくれる指導者が、今後の台湾
に出てくるかどうか。 総統選挙での有力3候補l土、すべて日本館ができない人たちだ。

0宋楚噂氏の息子の 口座に巨額の出所不明金があることが暴露された． これまで常に30%を超
えていた支持率が、－j\に低下．太きな打撃となっている。宋楚事支持の『聯合報』がスキャンダ
ル発覚後の12月10日に行った世論調査で、宋楚哉氏の支持率は24%（前回11月30自は32%)
1：：、陳水周氏23%（前回19%）、連載民23%（前回22%）と、ほ！まー線に並んだ。他のメディアが
行った調査では、宋楚貫主氏はすでに2位に落ちたと出ている．これほどの急落とは、選挙は分か
らないものである。連戦氏ピンチについてどう思うか質問された李豊輝総統、『そう思うのJと簡単
に受け流していた。選挙は毎日変わるもの、と相当な自信．また、自分はマスコミに縄びる人聞で
はないと悟り、暗に朱楚蟻民を批判した。ともかくこの選挙、ますますおもしろくなってきた。

0先週、民進党の黄信介・元主席が、かつて李曇輝総統の文章さんだったという話を書いたとニ
る、台湾の智恵袋として敬聖している年配本省人の方から電話をいただいた。李曇輝総統と黄信
介さんの奥さん同士が学校の同窓だというのである。いずれも台北第3富女で、辛畳輝総統の奥
さんの方が1期ほどよだったが、台湾人間士で親しい関係だったという。「同じ台靖人だからどうと
いうことはない。台湾では政治より友情、人情が優先ですよ」という。台湾入社会はみんなつな
がっているというのである。これは自らが白色テロを経験しての言葉だ。自分を助けてくれた人の
多〈が、敵対するはずの園民党関係者だったのだという。この方いわ〈、民進党を大きくしたのも
李畳輝総統．黄信介さんとの関係は紹介した遥仇他の多くの民進党幹部とも、台湾大学の先輩
後輩の関係にあたるのだ．（阜）

【通達翻訳出版有限公司】

台湾通信取材コーディネート業務
ご案内

このたび台港通信では新部門を設けました。テレビや雑誌などの台湾での取材にあたって、取
材先との逼絡、移動手段の手配、カメラマン・器材の手IC、通訳などお世話をさせていただきま
す。

この新業務のため、この分野で経磁のあるス害ッフが加わりました。 どうぞご利用いただきます
よう、お願い申しょげます。

台靖通信
台北市基陸路2段166号14F-.2
U比su@ms17.ninet.net
TEL (02) 2377-8473 FAX (02) 2377-6471 
コーヂィネート部門担当劉
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